
２学期の行事・取り組みすすむ 
 

２学期に入り、各学年においてさまざまな行事・取り組みが行われるようになってき

ました。新型コロナウイルスの感染症による影響で、１学期は行事等ができずにきまし

た。子どもたちにとっては、ようやくの行事や取り組みとなっています。 

３年生は、９月１５日（火）に日帰り体験学習として「ネ

スタリゾート神戸」に行ってきました。本来なら１学期に２泊

３日の修学旅行として、信州に「仲間づくり」の一環として行

くはずだったのが、日帰りという形に変わってこの時期での取

り組みとなりました。しかし、子どもたちは「待ちに待った行

事」ということで、本当に楽しく笑顔いっぱいに取り組んでく

れました。日帰りとはなったものの、３年生にとってはや

っぱり「修学旅行」であり、仲間づくりをすすめる大切な

行事となりました。仲間とは、「気の合う仲のいい友だち」

ではなく、「同じ目標に向かって取り組む集団の一員」の

ことであり、これから進路の壁を乗り越えていこうとする

３年生（１期生）が、お互いに支えていける集団としての

高まりをつくっていく大きな一歩となったことだと思い

ます。（感想を少し載せておきます。） 

「仲間と協力して助け合うことの大切さを改めて実感

することができました。これから困っている人がいたら助

けてあげたり、一緒に協力して問題を解決できるようにし

たいです。体育大会もクラスの人と協力して良いものをつ

くっていきたいです。」「班の人やクラスの新たな一面が見れて一層、まだ卒業したくな

いと思うようになった。もっと一人ひとりのことを知りたいと思った。体験を通して、

班の人たちがしてくれたことを、違う形で返していきたいと思う。そして一人でもいな

いとこのクラスは成り立たないと実感した。誰もが学校に行きやすい雰囲気づくりをし

ていきたいと思う。」 

２年生は、９月３０日（水）に日帰り体験学習として「ひ

こねスカイアドベンチャー」に行ってきました。２年生も本

来は、１学期に１泊２日の宿泊学習として取り組むはずでし
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たが、日帰りという形で実施することとなりました。今回の体験学

習のスローガンを「ルールを守ってみんなでｅｎｊｏｙ！体験学

習」と掲げ、全員が心から楽しめるようにとの思いを込めて取り組

んでいきました。当日は、天候にも恵まれ、クラスごとで高さ８ｍ

のハイエレメントや仲間と協力して取り組むチームビルディング

に取り組んでいきました。お互いに声をかけあい、励ましあう姿が

見られ、学年スローガンである「思いやり」を実感できる場面が多

くありました。大きな事故やトラブルもなく、本当に楽しく笑顔で

終えることができた一日となりました。 

１年生は、校外での大きな行事こそまだですが、「仲間づくり」や「自分さがし」に

つながる取り組みを積み重ねてきています。９月２３

日（水）には、ヒューマンキャンパス高等学校の川島

先生に来ていただき、キャリア教育の一環として「み

らいのシゴト『ＳＰトランプ』で自分さがし」に取り

組みました。なかなか自分では気づきにくい性格をカ

ードを使ってゲーム感覚で取り組んでいくうちに、自

分の多様性に気づき、どんな仕事に向いているのかを知っていくという取り組みです。

それぞれ本当に楽しく取り組む姿が見られ、次年度の職場体験学習にもつながっていっ

てもらえばいいと思います。また３０日（水）には、通級学級の藤井先生から「支える

こと、支えてもらうこと」というテーマでお話を聞きました。まさに学年スローガン「支

えあい、認め合える学年」に重なる話だったと思います。 

そして 体育大会へ！ 
さて８日、９日には中間テストがありました。日頃の学

習の成果をいかんなく発揮できたでしょうか。テストを終

えると、２学期最大の行事である「体育大会」となります。 

現在、各学年ごとの練習や応援旗の作成など、体育大会に向けての準備がすすめられ、

少しずつ気持ちが「体育大会成功」へ高まってきているように感じています。 

ただし、今年は新型コロナウイル感染症の影響により、例年より規模を縮小（午前中

でプログラムは終了予定）し、「密」を避けるために観客の人数制限（各家庭２名まで）

の上、マスク着用と消毒等の協力をお願いしています。事前に申し込みをいただいたご

家庭には、「チケット」を配布いたします。当日は、そのチケットをご持参していただく

必要がありますので、ご理解、ご協力をお願いします。 

 

庄内さくら学園中学校 第１回「体育大会」 

日 時 ： １０月２１日（水） ９：３０～  

場 所 ： 本校グランド 

（保護者の方は、阪急沿線沿いの東門よりご入場ください。） 

子どもたちの頑張りを応援していただきたいと思います。 


